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1. クライアントインストール 

本項では WireGuard クライアントのインストールの手順について記載します。 

① ブラウザで「https://www.wireguard.com/install/」にアクセスします。 

 
 

 

② 端末に対応するリンクをクリックしてください。 

Windows の場合、インストーラがダウンロードされますので、インストーラを実行しインストール

を完了させてください。 

macOS, iOS, Android は各ストアに移動するので、アプリのインストールをしてください。 
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2. WireGuard 設定手順 

本項ではご利用 OS ごとに WireGuard の設定手順について記載します。 

Windows はこちら 

macOS はこちら 

iOS はこちら 

Android はこちら 

 

2.1 Windows の設定手順 

本項では Windows 端末での WireGuard 設定手順について記載します。 

① WireGuard クライアントを起動してください。 
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② 下部の「トンネルの追加」の「▼」をクリックし、「空のトンネルを追加」をクリックしてください。 

 

 

③ 以下の画面が表示されるので、そのまま MRB の管理画面にログインしてください。 
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④ MRB の管理画面にログイン後、右上の「設定」をクリックし、左の「リモートアクセス」をクリ

ックしてください。 

 

 

⑤ 「追加」をクリックしてください。 
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⑥ 「クライアント公開鍵」の入力、「アドレス TYPE」と「有効」の選択をし、追加をクリックして

ください。 

※「クライアント公開鍵」は先程起動した WireGuard クライアントの編集画面に記載されていま

す。 

※「アドレス Type」はローカルのネットワークと競合しない方を選択することをおすすめします。 

   Type-0：172.20.0.0/16 

Type-1：192.168.0.0/16 
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⑦ 「追加」をクリックしてください。 

 
 

⑧ 「RAS 設定」をクリックし、そのまま WireGuard クライアントの編集画面に戻ってください。 
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⑨ 以下の画像を参考に設定を入力し、保存をクリックしてください。 

  「名前」の欄は任意のもので構いません。 

  ※入力する際の設定例と参考箇所を本ページ下部に記載します。 

 

 

※設定例 

以下のテキストをコピーし、PrivateKey の下にペーストして使用してください。 

赤字部分はお客様の MRB の設定に合わせた値を入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Address = MRB のリモートアクセス設定にて割り当てられた「VPN IP」 

DNS = 8.8.8.8 

 

[Peer] 

PublicKey = MRB のリモートアクセス設定に記載されている公開鍵 

AllowedIPs = MRB の LAN 側ネットワークアドレス 

Endpoint = MRB のリモートアクセス設定に記載されている「サーバアドレス」 
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⑩ 「有効化」をクリックし、サーバとの通信ができていれば設定完了です。 
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2.2 macOS の設定手順 

本項では macOS 端末での WireGuard 設定手順について記載します。 

① WireGuard クライアントを起動してください。 

 

 

② 下部の「+」の右のマークをクリックし、「設定が空のトンネルを追加」をクリックしてください。 
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③ 以下の画面が表示されるので、そのまま MRB の管理画面にログインしてください。 

 

 

④ MRB の管理画面にログイン後、右上の「設定」をクリックし、左の「リモートアクセス」をクリ

ックしてください。 
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⑤ 「追加」をクリックしてください。 

 
 

⑥ 「クライアント公開鍵」の入力、「アドレス TYPE」と「有効」の選択をし、追加をクリックして

ください。 

※「クライアント公開鍵」は先程起動した WireGuard クライアントの編集画面に記載されていま

す。 

※「アドレス Type」はローカルのネットワークと競合しない方を選択することをおすすめします。 

   Type-0：172.20.0.0/16 

Type-1：192.168.0.0/16 
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⑦ 「追加」をクリックしてください。 

 

 

⑧ 「RAS 設定」をクリックし、そのまま Wireguard クライアントの編集画面に戻ってください 
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⑨ 以下の画像を参考に設定を入力し、保存をクリックしてください。 

  「名前」の欄は任意のもので構いません。 

  ※入力する際の設定例と参考箇所を本ページ下部に記載します。 

 

 

※設定例 

 以下のテキストをコピーし、PrivateKey の下にペーストして使用してください。 

赤字部分はお客様の MRB の設定に合わせた値を入力してください。 

 
 

 

  

Address = MRB のリモートアクセス設定にて割り当てられた「VPN IP」 

DNS = 8.8.8.8 

 

[Peer] 

PublicKey = MRB のリモートアクセス設定に記載されている公開鍵 

AllowedIPs = MRB の LAN 側ネットワークアドレス 

Endpoint = MRB のリモートアクセス設定に記載されている「サーバアドレス」 
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⑩ 「有効化」をクリックし、サーバとの通信ができていれば設定完了です。 
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2.3 iOS の設定手順 

本項では iOS 端末での WireGuard 設定手順について記載します。 

① WireGuard クライアントを起動し、「トンネルの追加」または右上の「+」をクリックしてくださ

い。 

 

 

② 「空の状態から作成」をタップしてください。 
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③ 「キーペアの生成」をタップして秘密鍵を公開鍵を生成し、そのまま MRB の管理画面にログイン

してください。 

「名前」の欄は任意のもので構いません。 

 

 

④ MRB の管理画面にログイン後、右上の「設定」をクリックし、左の「リモートアクセス」をクリッ

クしてください。 

 

 

⑤ 「追加」をクリックしてください。 
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⑥ 「クライアント公開鍵」の入力、「アドレス TYPE」と「有効」の選択をし、追加をクリックしてく

ださい。 

※「クライアント公開鍵」は先程起動した WireGuard クライアントの編集画面に記載されていま

す。（右画像） 

※「アドレス Type」はローカルのネットワークと競合しない方を選択することをおすすめします。 

   Type-0：172.20.0.0/16 

Type-1：192.168.0.0/16 
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⑦ 「追加」をクリックしてください。 

 

 

⑧ 「RAS 設定」をクリックし、そのまま WireGuard クライアントの編集画面に戻ってください。 
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⑨ 設定を入力し、「ピアを追加」をタップしてください。 

「名前」の欄は任意のもので構いません。 

※入力する際の参考箇所を記載します 

         

 

⑩ 設定を入力し、「保存」をタップして下さい。 

※入力する際の参考箇所を記載します（右画像） 

         

  

MRB の LAN 側ネットワークアドレス 
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⑪ 設定をオンにし、作成した VPN 設定をタップしてください。 

 

 

⑫ サーバとの通信ができていれば設定完了です。 
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2.4 Android の設定手順 

本項では Android 端末での WireGuard 設定手順について記載します。 

① WireGuard クライアントを起動し、右下の「＋」ボタンをタップします。 

 

 

② 下部の「空の状態から作成」をタップします。 
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③ 「秘密鍵」の欄右側のボタンをタップして秘密鍵と公開鍵を生成し、そのまま MRB の管理画面に

ログインしてください。 

 

 

④ MRB の管理画面にログイン後、右上の「設定」をクリックし、左の「リモートアクセス」をクリッ

クしてください。 
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⑤ 「追加」をクリックしてください。 

 

 

⑥ 「クライアント公開鍵」の入力、「アドレス TYPE」と「有効」の選択をし、追加をクリックしてく

ださい。 

※「クライアント公開鍵」は先程起動した WireGuard クライアントの編集画面に記載されていま

す。（右画像） 

※「アドレス Type」はローカルのネットワークと競合しない方を選択することをおすすめします。 

   Type-0：172.20.0.0/16 

Type-1：192.168.0.0/16 
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⑦ 「追加」をクリックしてください。 

 

 

⑧ 「RAS 設定」をクリックし、そのまま WireGuard クライアントの編集画面に戻ってください。 
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⑨ 設定を入力し、「ピアを追加する」をタップしてください。 

「名前」の欄は任意のもので構いません。 

※入力する際の参考箇所を記載します 

   
 

⑩ 設定を入力し、右上の保存ボタンをタップしてください。 

※入力する際の参考箇所を記載します（右画像） 

       
  

MRB-51：MRB の LAN 側ネットワークアドレス 
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⑪ 設定をオンにし、サーバと通信ができていれば設定完了です。 
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3. 設定削除手順 

本項では MRB の管理画面より設定を削除する方法について記載します。 

① MRB の管理画面にログインし、右上の「設定」をクリックし、左の「リモートアクセス」をクリッ

クしてください。 

 

 

② 削除したいクライアントの「削」のチェックボックスをクリックし、「削除」ボタンをクリックし

ます。 
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③ 「削除」をクリックしてください。 

 
 

④ 「RAS 設定」をクリックし、削除は完了です。 

 

 


